
小
野
町
の
秋
を
わ
し
づ
か
み 

小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ（
サ
ン
マ
つ
か
み
取
り
大
会
） 

No. 5  2  6



   

表
彰
さ
れ
た
み
な
さ
ん 

  

◎
特
別
功
労
　
　
　 

▽
交
通
安
全
功
労 

　
藤
井
　
利
夫 

氏
　
72
歳 

        

　
交
通
教
育
専
門
員
を
永
年
務
め
ら

れ
、
登
下
校
の
子
ど
も
達
や
、
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。 

  

◎
功
　
労 

▽
文
化
振
興
功
労
　 

　
桑
原
　
俊
也 

氏
　
81
歳 

        

　
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
を
永
年

務
め
ら
れ
、
町
の
文
化
財
調
査
や
保

護
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

  

   

◎
功
　
労 

▽
母
子
保
健
功
労
　 

　
倉
兼
　
稔
子 

氏
　
76
歳 

        

　
母
子
保
健
推
進
員
や
健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会
の
委
員
を
永
年
務
め
ら

れ
、
地
域
の
母
子
健
康
増
進
に
尽
力 

さ
れ
ま
し
た
。 

  

◎
功
　
労 

▽
商
工
振
興
功
労 

　
桜
ま
つ
り
な
が
し
踊
り
実
行
委
員
会 

        　
２０
年
間
に
わ
た
り
継
続
し
て
桜
ま

つ
り
な
が
し
踊
り
を
実
施
。
女
性
の

活
力
を
引
き
出
し
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。 

（
写
真
は
、
現
会
長
の
近
野
喜
子
氏
） 

        

　
１１
月
1
日
に
白
河
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
第
５５
回
福
島
県
統
計
大
会
に

お
い
て
、
駒
木
根
好
一
さ
ん（
上
羽

出
庭
）と
二
瓶
洋
補
さ
ん（
谷
津
作
）

が
福
島
県
統
計
協
会
名
誉
会
長
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
お
二
人
の
永
年
に
わ
た

る
統
計
調
査
へ
の
功
績
と
、
他
の
模

範
と
な
る
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。 

　
お
二
人
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
当
日
は
小
野
町
統
計
調
査

員
協
議
会
の
矢
吹
雅
孝
会
長
ほ
か
役

員
の
方
も
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

2

　
小
野
町
功
労
者
表
彰
式
が
、
１１
月

２３
日
勤
労
感
謝
の
日
に
、
小
野
町
多

目
的
研
修
集
会
施
設（
大
ホ
ー
ル
）で

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
功
労
者
表
彰
は
、
小
野
町
の
政
治
、

教
育
、
文
化
な
ど
の
振
興
に
寄
与
さ

れ
た
方
々
、
ま
た
は
多
く
の
人
の
模

範
と
認
め
ら
れ
る
行
為
が
あ
っ
た
方
々

に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
今

回
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
3

名
と
1
団
体
で
、
次
の
み
な
さ
ん
で

す
。
 

 

二瓶　洋補さん 駒木根　好一さん 

永
年
の
功
績
を
称
え
て 

小
野
町
功
労
者
表
彰
式 

 

永
年
の
功
績
を
称
え
て 

小
野
町
功
労
者
表
彰
式 

 

永
年
の
功
績
を
称
え
て 

小
野
町
功
労
者
表
彰
式 

 

　
駒
木
根
好
一
さ
ん 

　
二
瓶
　
洋
補
さ
ん 

福
島
県
統
計
協
会 

名
誉
会
長
表
彰 

 

福
島
県
統
計
協
会 

名
誉
会
長
表
彰 

 



平
成
18
年
秋
の
叙
勲 

　
　
（
消
防
関
係
者
叙
勲
） 

先
崎
義
弥
氏 

（
元
小
野
町
消
防
団
分
団
長
） 

瑞
宝
単
光
章
を
受
章 

瑞
宝
単
光
章
を
受
章 

小
野
町
民
生
委
員
・
主
任
児
童
委
員 

福
島
県
社
会
福
祉
大
会
で
受
賞 

 

福
島
県
社
会
福
祉
大
会
で
受
賞 

 

福
島
県
社
会
福
祉
大
会
で
受
賞 

 

こ
ま
ち
ダ
ム 

　
　
最
高
水
位
へ
！ 

こ
ま
ち
ダ
ム 

　
　
最
高
水
位
へ
！ 

こ
ま
ち
ダ
ム 

　
　
最
高
水
位
へ
！ 

受賞されたみなさん 

受
賞
者
の
み
な
さ
ん 

                     

　
平
成
１８
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、

元
小
野
町
消
防
団
分
団
長
の
先
崎
義

弥
氏
（
夏
井
）
が
瑞
宝
単
光
章
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
国
家
や
公
共
の
た
め
に

功
績
が
あ
っ
た
人
に
授
与
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
先
崎
氏
の
永
年
に
わ
た

る
消
防
活
動
と
円
滑
な
団
運
営
及
び

防
火
思
想
の
普
及
促
進
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

表
彰
は
、
１１
月
3
日
の
文
化
の
日
に

皇
居
に
お
い
て
行
わ
れ
、
天
皇
陛
下

に
拝
謁
し
ま
し
た
。 

　
先
崎
氏
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

　 
   

　
第
１０
回
県
中
地
方
公
衆
衛
生
大
会

が
１１
月
１６
日
に
須
賀
川
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　 

　
大
会
の
席
上
、
町
の
食
生
活
改
善

推
進
員
さ
ん
を
は
じ
め
、
永
年
に
わ

た
り
公
衆
衛
生
の
向
上
に
ご
尽
力
さ

れ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
献
血
事
業
功
労
者
・
団
体

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。
　
　
　
　
　
　  

（
敬
称
略
） 

◇
県
中
地
区
衛
生
組
織
連
合
会
長 

　
表
彰
状
受
賞
者 

　
田
辺
　
君
子
　
　
永
山
　
　
　
京 

　
吉
田
ユ
キ
子
　
　
長
谷
川
マ
チ
子 

◇
田
村
地
区
公
衆
衛
生
協
力
会
長 

　
表
彰
状
受
賞
者 

　
緑
川
　
　
寛 

◇
福
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー 

　
所
長
感
謝
状
受
賞
者
　 

　
菖
蒲
谷
行
政
区
献
血
友
の
会 

　
先
　
　
和
子 

 

　 
                

　
6
月
１４
日
か
ら
試
験
湛
水
を
開
始

し
た
こ
ま
ち
ダ
ム
の
貯
水
量
が
、
8

月
２０
日
に
常
時
満
水
位
と
な
り
ま
し

た
。 

　
洪
水
期
間
が
過
ぎ
た
１０
月
１６
日
に

は
常
用
洪
水
吐
き
を
一
時
的
に
堰
き

止
め
、
最
高
水
位
と
な
る
ま
で
、
さ

ら
に
貯
水
し
て
お
り
ま
す
。 

　
１２
月
上
旬
に
は
、
最
高
水
位
と
な

る
予
定
で
あ
り
、
最
高
水
位
に
到
達

し
た
後
は
、
逆
に
水
位
を
低
下
さ
せ
、

ダ
ム
堤
体
や
管
理
設
備
等
の
安
全
確

認
を
行
い
ま
す
。 

◇
こ
ま
ち
ダ
ム
の
概
要 

　
○
ダ
ム
高
３７
メ
ー
ト
ル 

　
○
総
貯
水
量
7 
7 
2 
  
0 
0 
0 
k 

　 

（
最
高
水
位
３３
・
5 
m
地
点
） 

　
○
常
時
満
水
量
4 
1 
5 
  
0 
0 
0 
k 

　 

（
水
位
３１
・
0 
m
地
点
） 

3

　
１０
月
２４
日
に
い
わ
き
市
平
市
民
会

館
で
開
催
さ
れ
た
第
６０
回
福
島
県
社

会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
永
き
に
わ

た
り
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
民
生
委
員
が
、
福
島
県

知
事
表
彰
及
び
福
島
県
民
生
児
童
委

員
協
議
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。 

　
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
の
進
行

す
る
中
、
民
生
委
員
は
、
児
童
か
ら

高
齢
者
ま
で
多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
後
も
町
民
の
幸
せ
の
た
め
ご

活
躍
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
） 

◇
県
知
事
表
彰 

　
草
野
典
子
民
生
委
員(

塩
庭
一
区) 

◇
県
民
生
児
童
委
員
協
議
会
長
表
彰 

　
矢
内
雅
人
民
生
委
員(

菖
蒲
谷) 

　
吉
田
ヤ
ヨ
エ
民
生
委
員(

塩
庭
二
区) 

　
小
島
文
子
主
任
児
童
委
員 

　
石
井
け
い
子
主
任
児
童
委
員 

 

崎 



変更後の投票区及び投票所施設名称等 

投　票　区 投　票　所　名 該　当　地　区　名 登録者数 

小野新町第3投票区 小野赤沼多目的集会所施設 

飯　　豊第1投票区 飯豊小学校 

飯　　豊第2投票区 浮金集落センター 

飯　　豊第3投票区 小戸神集落センター 

夏　　井第1投票区 夏井多目的集会施設 

夏　　井第2投票区 上羽出庭地区農村研修センター 

小野新町第2投票区 小野町母子健康センター 

小野新町第1投票区 小野町多目的研修集会施設 

荒　町  中　町  反 町 2

平　舘  谷津作  

本　町  横　町  仲 町  

小野赤沼 菖蒲谷  雁股田  

夏 井  南田原井 湯 沢  

塩庭二区 上羽出庭 和名田  

飯 豊 上  

吉 野 辺  

浮 金  

飯豊中  

小 戸 神  小野山神 

飯豊下  

反 町 1 大 八  

皮籠石  

塩庭一区 

2,668

2,159

793

735

470

1,401

1,062

　（合計　9,883） 

595

※登録者数については、平成18年9月2日現在の数値です。 

（人） 

 
小
野
町
の
投
票
区
が
変
わ
り
ま
す 

　
１８
投
票
区
か
ら
8
投
票
区
へ 

 
小
野
町
の
投
票
区
が
変
わ
り
ま
す 

　
１８
投
票
区
か
ら
8
投
票
区
へ 

 
小
野
町
の
投
票
区
が
変
わ
り
ま
す 

　
１８
投
票
区
か
ら
8
投
票
区
へ 

福島県知事選挙結果 
投票率71.37％ 
福島県知事選挙結果 
投票率71.37％ 
福島県知事選挙結果 
投票率71.37％ 

平
成
19
年 

　
新
年
交
礼
会 

平
成
19
年 

　
新
年
交
礼
会 

火
災
予
防
運
動
が 

行
わ
れ
ま
す 

火
災
予
防
運
動
が 

行
わ
れ
ま
す 

区  分  選挙当日の有権者数        投票者数           投票率 

  男 4,743人　　　 3,370人　　　 71.05％ 

  女 5,066人　　　 3,631人　　　 71.67％ 

  計 9,809人　　　 7,001人　　　 71.37％ 

福島県知事選挙投票結果及び開票結果 
○投票結果 
 

○候補者及び候補者別得票数 
 得  票  数  

1 7 7 票  

3 , 4 8 3 票  

6 7 票  

3 , 0 3 2 票  

1 4 1 票  

 ※無効投票　101票 

 

候 補 者  

小 川 英 雄  

佐 藤 ゆ う へ い  

高 橋 喜 重  

森 ま さ こ  

川 田 ま さ な り  

　
前
福
島
県
知
事
の
辞
職
に
伴
う
福

島
県
知
事
選
挙
の
投
票
が
11
月
12
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
投
票
率
は
、
前
回
（
平
成
16
年
9

月
5
日
執
行
）
の
６７
・
７７
％
に
対
し
、

今
回
は
3
・
６０
％
増
の
７１
・
３７
％
で

し
た
。 

　
こ
の
投
票
率
は
、
県
内
で
２１
番
目
、

有
権
者
数
が
5 
  
0 
0 
0
人
以
上
の

市
町
村
の
中
で
も
１１
番
目
に
高
い
投

票
率
に
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
年
代
別
投
票
率
で
は
、
６０

歳
代
の
８４
・
３２
％
が
最
も
高
く
、
２０

歳
代
の
４７
・
９９
％
が
最
も
低
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。 

　
期
日
前
投
票
で
は
、
投
票
者
総
数

の
１８
・
０１
％
（
1 
  
2 
6 
2
名
）
の

方
が
期
日
前
投
票
所
で
投
票
さ
れ
ま

し
た
。 

　
今
回
の
選
挙
に
お
い
て
、
選
挙
事

務
並
び
に
棄
権
防
止
の
た
め
啓
発
等

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係

者
各
位
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

　
な
お
、
選
挙
の
結
果
等
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

   

　
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
希
望

と
決
意
を
新
た
に
町
民
相
互
の
親
睦

と
融
和
を
図
る
た
め
、
新
年
交
礼
会

を
開
催
し
ま
す
。 

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
に

よ
り
申
込
み
く
だ
さ
る
よ
う
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

開
催
日
時 

　
平
成
１９
年
1
月
4
日
（
木
） 

　
　
　
　
　
　
　
午
前
１０
時
３０
分 

開
催
場
所
　
宍
戸
会
館 

会
　
　
費
　
2 
  
0 
0 
0
円 

申
込
期
日
　
１２
月
２２
日
（
金
） 

申
込
方
法
　 

　
会
費
を
添
え
て
、
役
場
総
務
課
ま

た
は
各
行
政
区
長
へ
申
込
み
く
だ
さ

い
。 

◆
問
い
合
わ
せ
　 

　
総
務
課
1 
7 
2
―
2 
1 
1 
1 

    

年
末
年
始
の
火
災
を 

　
　  

な
く
し
ま
し
ょ
う
！ 

　
実
施
期
間
１２
月
１５
日
〜
1
月
１４
日 

　
年
の
瀬
を
迎
え
、
何
か
と
あ
わ
た

だ
し
い
日
が
続
き
ま
す
。
忙
し
さ
に

ま
ぎ
れ
、
火
の
取
り
扱
い
や
後
始
末

が
お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と
が
心
配
さ

れ
ま
す
。 

「
火
の
用
心
」
を
十
分
に
心
が
け
笑

顔
で
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。 

4

投
票
区
見
直
し
の
背
景 

　
小
野
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

投
票
環
境
の
改
善
並
び
に
経
費
の
削

減
な
ど
の
た
め
、
投
票
区
の
規
模
に

つ
い
て
新
た
な
基
準
を
設
け
、
全
町

的
に
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
結
果
、
現
在
の
１８
投
票
区
を

8
投
票
区
に
統
合
す
る
こ
と
に
決
ま

り
ま
し
た
。 

ど
う
変
わ
る
の
か
？ 

　
投
票
区
を
統
合
す
る
に
あ
た
り
次

の
よ
う
な
投
票
区
域
の
基
準
を
設
け

ま
し
た
。 

q
小
学
校
の
通
学
区
を
基
本
と
す
る

が
、
地
域
の
実
情
等
を
考
慮
し
投
票

区
を
設
け
る
。 

w
１
投
票
区
の
選
挙
人
の
登
録
者
数

の
上
限
を
3 
  
0 
0 
0 
人
と
す
る
。 

こ
の
基
準
に
よ
り
投
票
区
を
見
直
し

た
結
果
、
小
野
新
町
地
区
を
３
投
票

区
に
、
飯
豊
地
区
を
３
投
票
区
に
、

夏
井
投
票
区
を
２
投
票
区
に
統
合
す

る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
見
直
し
後
の
投
票
区
に
つ
い
て
は

別
表
の
と
お
り
で
す
。 

い
つ
か
ら
？ 

　
平
成
１９
年
4
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
か
ら

新
た
な
投
票
区
で
行
い
ま
す
。 

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 



所属分団 所属班 階　級 氏　　名 所属分団 所属班 階　級 氏　　名 

優良消防団員表彰 

第1分団 
第5分団 

第6分団 

第7分団 

第4班 団　員 古　内　孝　幸 
第5班 団　員 先　崎　武　敏 
第1班 団　員 生天目　哲　也 
第2班 団　員 先　崎　寿　憲 
第4班 団　員 伊　藤　博　之 
第4班 団　員 宗　像　利　幸 
第4班 団　員 先　崎　良　知 
第1班 団　員 村　上　明　弘 
第2班 団　員 矢　内　美　次 
第3班 団　員 磯　　　孝　志 
第4班 団　員 蓬　田　　　洋 
第5班 副班長 大川原　一　治 
第1班 団　員 先　崎　善　重 

第2班 副班長 宗　像　裕　也 
第2班 団　員 会　田　明　生 
第2班 団　員 郡　司　慎　也 
第3班 団　員 生天目　祐　一 
第1班 団　員 吉　田　喜　伸 
第1班 団　員 今　泉　安　勝 
第1班 団　員 草　野　涼　司 
第2班 副班長 大　竹　良　一 
第3班 団　員 石　井　新　治 
第3班 団　員 草　野　　　豊 
第3班 団　員 秋　葉　利　一 
第3班 団　員 西　牧　秀　一 
第4班 団　員 上遠野　芳　勝 

第1班 団　員 草　野　正　人 
第5班 団　員 国　分　健　広 
第5班 団　員 大　方　一　郎 

第2分団 

第3分団 

第4分団 

検閲式のようす 

　
１０
月
２２
日
、
小
野
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

小
野
町
消
防
団
員
約
３
０
０
名
に
よ
る
秋
季
検
閲
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
統
監
で
あ
る
宍
戸
町
長
が
通
常
点
検
を
行
い
、
団
員
に
よ
る

分
列
式
の
あ
と
、
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
た
選
手
に
よ
る
模

範
操
法
の
演
技
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
機
敏
な
動
作
に
盛
ん
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
式
上
、
消
防
団
活
動
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
た

町
内
の
企
業
2
社
に
対
し
て
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
後
、

各
種
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
受
賞
者
の
み
な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
（
敬
称
略
） 

　 ◇ 

感
謝
状 

　
・
（株）
ウ
ィ
ズ
ウ
ェ
イ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
　
（代）
山
田
　
耕 

　
・
吉
田
電
工
（株）
　
（代）
吉
田
輝
好 

◇ 

機
材
機
具
点
検
優
良
班
表
彰 

　
・
第
２
分
団
２
班
（
中
　
通
） 

　
・
第
３
分
団
２
班
（
菖
蒲
谷
） 

◇ 

優
良
消
防
団
員
表
彰 

　 

下
表
の
と
お
り 

　 

     

「
夕
暮
れ
に
光
る
ラ
イ
ト
が
　
防
ぐ
事
故
」 

　
１２
月
１０
日
か
ら
1
月
7
日
ま
で
の
２９
日
間
に
わ
た
り
、

今
年
も
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
時
期
は
帰
省
に
よ
る
交
通
量
の
増
加
や
、
降
雪

な
ど
に
よ
り
路
面
が
凍
結
し
、
交
通
事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
年
の
瀬
か
ら
来
る
あ
わ
た
だ
し
さ
で
安
全
運

転
を
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
の
で
、
思
い
や
り
の
あ
る

運
転
に
努
め
、
事
故
の
な
い
年
末
年
始
と
な
る
よ
う
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
運
動
の
重
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

(1)  

飲
酒
運
転
の
追
放 

(2) 

夕
暮
れ
時
の
ラ
イ
ト
の
早
め
の
点
灯
と
夜
光
反
射

　  

材
の
活
用 

(3)  

後
部
座
席
を
含
む
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用 
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年末年始のし尿汲み取り 
　年末が近くなると申し込みが殺到し、
平常どおりに作業を進めることが困難
になりますので、毎月の予定日より早
めにお申し込みください。 
　なお、年末は12月28日（木）まで、
新年は1月4日（木）から実施します。 
 
 処理センターからのお願い 
●留守家庭などの汲み取り、浄化槽保
守点検管理及び清掃手数料は、田村
市・田村郡内の金融機関窓口でお支
払いになるか、便利な口座振替をご
利用ください。 

●トイレ及び浄化槽には、し尿やトイ
レットペーパー以外の異物は入れな
いでください。 

●食器などの油汚れは、いったん紙な
どで拭き取ってから洗浄し、米のと
ぎ汁などは庭木の肥料としてご利用
ください。 

 
 年末年始のごみ収集 
　年末のごみ収集は12月29日（金）まで、
新年は1月4日（木）から実施します。 
　ごみは、日程表をよく確認してから
出してください。 
◆問い合わせ 
　田村地方衛生処理センター 
　1 82‐1272 
　田村東部環境センター 
　1 78‐2723 
　町民生活課 
　1 72‐6933

小野町消防団秋季検閲式を挙行 小野町消防団秋季検閲式を挙行 小野町消防団秋季検閲式を挙行 
機敏な動作を披露 

み
ん
な
で
事
故
防
止
に
努
め
よ
う
！ 
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１０
月
２８
日
〜
２９
日
に
か
け
て
、
ふ
る
さ

と
発
見
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
、
小
野
町
で
の
「
農

あ
る
暮
ら
し
」
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
定
住
・
二
地
域
居
住

の
取
組
を
進
め
て
い
る
、
福
島
県
県
中
地

方
振
興
局
が
主
催
し
た
も
の
で
、
首
都
圏

に
居
住
し
農
村
の
暮
ら
し
に
関
心
の
高
い

方
が
、
農
業
体
験
や
既
に
移
り
住
ん
で
い

る
方
と
の
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。 

　
現
地
の
案
内
や
地
元
の
食
材
を
活

か
し
た
昼
食
の
対
応
に
あ
た
っ
て
は
、

小
野
町
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
支
援
セ
ン

タ
ー
（
渡
辺
直
忠
理
事
長
）
、
な
の

花
会
（
石
井
友
子
代
表
）
の
み
な
さ

ん
、
昼
食
会
場
と
な
っ
た
民
家
の
所

有
者
の
方
な
ど
、
強
力
な
応
援
が
あ

り
ま
し
た
。 

　
現
地
見
学
会
の
会
場
で
は
、
小
野

町
に
移
り
住
み
「
花
き
」
の
栽
培
・

経
営
を
行
っ
て
い
る
堺
英
夫
さ
ん
に
、

移
住
ま
で
の
経
過
や
小
野
町
で
の
暮

ら
し
を
伺
い
、
積
極
的
に
質
問
を
し

て
い
ま
し
た
。 

　
中
に
は
、
「
こ
こ
で
生
活
し
て
み

た
い
。
」
「
貸
し
て
も
ら
え
る
空
き

家
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」
と
い
っ
た

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。 

農
村
の
暮
ら
し
を 

　
　
体
験
〜
感
想
は
？ 
農
村
の
暮
ら
し
を 

　
　
体
験
〜
感
想
は
？ 
農
村
の
暮
ら
し
を 

　
　
体
験
〜
感
想
は
？ 

堺
さ
ん
（
写
真
左
）
の
話
を
聞
く
姿
は
真
剣
そ
の
も
の 

 

福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
主
催 

　
「
ふ
る
さ
と
発
見
ツ
ア
ー
」
よ
り 

提　案 
 しよう！ 

　このコーナーでは、町政に関する新たな制度の創設や事業の実施など、みなさんの自由な発想から
の提案を募集しています。（手紙、ファックス、電子メールなど） 
　提案については、具体的な事業への反映の可能性などを検討し回答します。内容については、提案
趣旨の変わらない範囲で要約をする場合もあります。 
 
　8月・9月と提案のない月が続き、迎えた１０月中旬。久々に提案が届きました。しかも、初めての
学生からの提案です。さらに、この提案の後、続けて4件の提案が寄せられました。 
　提案の内容などについては、新年号以降でお知らせします。 
 
　みなさんのアイデアが、まちの元気の源です。みなさんからの提案をお待ちしています。 



　
１０
月
２２
日
、
東
京
都
荒
川
区
の
尾

久
本
町
通
り
商
店
会
「
お
ぐ
と
ぴ
あ

２３
」
の
主
催
す
る
秋
の
大
バ
ザ
ー
ル

に
参
加
し
ま
し
た
。 

　
参
加
に
あ
た
っ
て
は
、
な
の
花
会

（
石
井
友
子
代
表
）
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
の
ト
マ
ト
や 

ほ
う
れ
ん
草
、
小
野
町
産
小
麦
「
ゆ 

き
ち
か
ら
」
を
使
用
し
た
蒸
し
パ
ン 

や
大
福
、
漬
け
も
の
や
惣
菜
の
販
売 

と
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。 

　
バ
ザ
ー
ル
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ 

モ
ニ
ー
で
は
、
荒
川
区
の
西
川
区
長 

よ
り
「
本
日
は
小
野
小
町
の
生
誕
の 

地
、
福
島
県
小
野
町
が
参
加
し
て
い 

ま
す
。
お
い
し
い
健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野 

菜
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ 

ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。
」
と
、

小
野
町
の
紹
介
を
し
て
く
だ
さ
い
ま 

し
た
。 

　
ま
た
、
商
店
会
の
ご
配
慮
に
よ
り
、 

イ
ベ
ン
ト
広
場
前
に
出
店
さ
せ
て
い 

た
だ
き
、
さ
ら
に
、
イ
ベ
ン
ト
案
内 

の
放
送
の
際
に
も
、
何
度
も
紹
介
し 

て
い
た
だ
い
た
お
陰
も
あ
り
、「
食
」

を
通
じ
て
大
勢
の
お
客
様
に
小
野
町 

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
　
１１
月
4
日
、
日
影
南
麓
緑
と
の
ふ

れ
あ
い
の
森
公
園
に
お
い
て
、
平
成

１８
年
度
福
島
県
森
林
環
境
交
付
金
事

業
に
よ
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
町
内
外
よ
り
親
子
連
れ

を
含
め
約
４０
名
、
ス
タ
ッ
フ
と
参
加

者
の
紹
介
、日
程
説
明
に
続
き
、午
前

中
に
雑
木
の
伐
採
と
薪
割
り
を
参
加

者
全
員
が
熱
心
に
体
験
し
ま
し
た
。 

昼
食
は
ス
タ
ッ
フ
が
用
意
し
た
ト
ン

汁
と
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
を
使
用
し
た

料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
午
後
は
田
村
市
在
住
の
渡
辺
ヨ
シ

子
さ
ん
に
よ
る
民
話
を
聞
き
、
一
日

を
終
了
し
ま
し
た
。 

　
福
島
県
森
林
環
境
交
付
金
事
業
と

は
、
森
林
を
健
全
な
状
態
で
次
の
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
森
林
環
境
税

を
導
入
し
て
森
林
づ
く
り
に
取
り
組

む
た
め
、
平
成
１８
年
度
か
ら
２２
年
度

ま
で
の
5
年
間
実
施
さ
れ
る
事
業
で

す
。 

  

　
１０
月
に
実
施
し
た
水
質
検
査
の
結

果
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。 

◆
問
い
合
わ
せ 

　
地
域
整
備
課
1
７
２
―
６
９
３
６ 

　
１０
月
２８
日
、
２９
日
に
実
施
さ
れ
た

「
ふ
る
さ
と
小
野
町
会
訪
問
ツ
ア
ー｣

に
参
加
し
た
関
根
み
い
子
さ
ん（
飯

豊
出
身
）、郡
司
百
子
さ
ん（
吉
野
辺

出
身
）、根
本
千
恵
子
さ
ん（
飯
豊
出

身
）の
3
名
が
、
小
町
ふ
れ
あ
い
フ

エ
ス
タ
会
場
に
お
い
て
手
作
り
手
芸

品
を
販
売
、
そ
の
売
上
金
の
全
額
を

飯
豊
小
学
校
緑
の
少
年
団
の
活
動
の

た
め
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。 

　
寄
付
金
は
、
２８
日
夜
に
開
催
さ
れ

た
交
流
会
の
席
上
で
、
代
表
の
関
根

み
い
子
さ
ん
か
ら
宍
戸
町
長
に
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。 

　
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
付
金
に
つ
き

ま
し
て
は
、
趣
旨
を
理
解
し
緑
の
少

年
団
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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多
く
の
お
客
様
の
中
に
は
、
小
野
町 

出
身
の
人
も
い
ま
し
た
。 

楽
し
げ
に
作
業
す
る
参
加
者
の
方 

週
間
求
人
情
報
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

　
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
週
間
求

人
情
報
を
発
行
し
て
い
ま
す
。 

　
役
場
の
窓
口
に
は
、
郡
山
公
共
職

業
安
定
所
を
は
じ
め
、
須
賀
川
・
石 

川
、
平
・
常
磐
の
求
人
情
報
を
備
え 

置
き
し
て
い
ま
す
。 

　
情
報
は
各
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）
か
ら
毎
週
届
き
ま
す
の
で
、

仕
事
を
お
探
し
の
方
は
、
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
情
報
が
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
新
の
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

も
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

Http://w
w
w
.hellow

ork.go.jp

森
林
環
境
交
付
金
事
業 

　
　
　
　
　
小
野
薪
割
り
ク
ラ
ブ
開
催 

ふ
る
さ
と
小
野
町
会
よ
り 

　
　
　
飯
豊
小
学
校
緑
の
少
年
団
に
寄
付 

水
道
水
水
質
検
査 

結
果
に
つ
い
て 

試験項目 
一般細菌 
大腸菌 

塩化物イオン 
有機物（TOC) 
PH 値 
味 
臭気 
色度 
濁度 

水質基準 
100 CFU/ml 以下 
検出されないこと 
200 mg/l 以下 
5 mg/l 以下 
5.8 ～ 8.6 

異常でないこと 
異常でないこと 
５度以下 
２度以下 

試験結果 
0 CFU/ml 
検出せず 
6.3 mg/l 
0.7 mg/l 
7.1 

異常なし 
異常なし 
＜１度 
＜ 0.1 度  

荒
川
区
と
の
交
流 

を
進
め
て
い
ま
す 
荒
川
区
と
の
交
流 

を
進
め
て
い
ま
す 
荒
川
区
と
の
交
流 

を
進
め
て
い
ま
す 
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１０
月
２８
日
、
２９
日
の
2
日
間
は
好

天
に
恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら
延
べ

1 
4 
  
5 
0 
0
人
の
方
が
ご
来
場
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
企
業
製
品
展
、
農
作
物
展
、
商

業
び
っ
く
り
市
、
文
化
祭
、
消
防

コ
ー
ナ
ー
、
栃
木
県
さ
く
ら
市
の

「
喜
連
川
公
方
太
鼓
」
の
公
演
、
ビ

ン
ゴ
大
会
、
抽
選
会
、
サ
ン
マ
つ

か
み
大
会
、
ウ
ル
ト
ラ
ヒ
ー
ロ
ー

シ
ョ
ー
、
建
設
機
械
体
験
試
乗
会
、

ミ
ニ
蒸
気
機
関
車
乗
車
会
な
ど
、

沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
、

み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
小
野
警
察
署
に
よ
る
「
田

村
東
部
地
域
安
全
・
安
心
の
集
い
」

を
同
時
開
催
し
、
子
ど
も
向
け
男

女
警
察
官
制
服
試
着
コ
ー
ナ
ー
、

白
バ
イ
・
パ
ト
カ
ー
体
験
試
乗
会
、

防
犯
コ
ー
ナ
ー
や
交
通
安
全
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
２８
日
に
は
県
警
音

楽
隊
と
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る

ド
リ
ル
演
奏
、
県
警
ヘ
リ
に
よ
る

公
開
救
出
救
助
訓
練
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
同
じ
く
２８
日
に
は
、
あ

ぶ
く
ま
高
原
自
動
車
道
沿
線
自
治

体
で
構
成
す
る
、
あ
ぶ
く
ま
町
村

交
流
会
の
「
第
5
回
と
う
ろ
く
君

ま
つ
り
」
を
開
催
し
、
各
市
町
村

の
特
産
物
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。 

　
2 
0 
0 
6
小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
の
開
催
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
み
な
さ
ん
に
紙
上
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

平成18年度 米の消費拡大推進ポスターコンクール 平成18年度 米の消費拡大推進ポスターコンクール 平成18年度 米の消費拡大推進ポスターコンクール 
　小町ふれあいフェスタにおいて、応募作品総数126点
を展示し、次のみなさんを表彰いたしました。（敬称略） 

●小学校低学年の部（最優秀賞1点・優秀賞4点） 
　最優秀賞　小戸神小学校　　3年　春山　南苗 
　優 秀 賞  小野新町小学校　1年　斎藤　　萌 
　　　　　　浮金小学校　　　1年　石井　野絵 
　　　　　　小戸神小学校　　2年　郡司　優太 
　　　　　　小野新町小学校　3年　鈴木　　聡 
 
●小学校高学年の部（最優秀賞1点・優秀賞4点） 
　最優秀賞　小野新町小学校　5年　渡部　愛理 
　優 秀 賞  小野新町小学校　4年　佐伯　智帆 
　　　　　　小野新町小学校　5年　鈴木　　諒 
　　　　　　小戸神小学校　　6年　春山　大輝 
　　　　　　飯豊小学校　　　6年　渡辺　春奈 
 
●中学校の部（最優秀賞1点） 
　最優秀賞　小野中学校　　　3年　根本　真希 

春山南苗さんの作品 渡部愛理さんの作品 

根本真希さんの作品 

県警音楽隊とカラーガード隊によるドリル演奏 

オープンセレモニー 

みなさんの力作が勢ぞろい！ 

小町よさこい隊 

農作物品評会 

県
警
ヘ
リ
「
公
開
救
出
救
助
訓
練
」 

今年も大変賑わいました 

老人作品展 

盆栽展 

菊花展 

抽選会 

栃木県さくら市「喜連川公方太鼓」 
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２９
日
の
2
日
間
は
好

天
に
恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら
延
べ

1 
4 
  
5 
0 
0
人
の
方
が
ご
来
場
く

だ
さ
い
ま
し
た
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、
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会
、
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安
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、
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日
に
は
県
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楽
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と
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ガ
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ド
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に
よ
る

ド
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ル
演
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、
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に
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る

公
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救
出
救
助
訓
練
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
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同
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く
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日
に
は
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あ

ぶ
く
ま
高
原
自
動
車
道
沿
線
自
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体
で
構
成
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る
、
あ
ぶ
く
ま
町
村

交
流
会
の
「
第
5
回
と
う
ろ
く
君

ま
つ
り
」
を
開
催
し
、
各
市
町
村

の
特
産
物
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
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2 
0 
0 
6
小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
の
開
催
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
み
な
さ
ん
に
紙
上
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
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平成18年度 米の消費拡大推進ポスターコンクール 平成18年度 米の消費拡大推進ポスターコンクール 平成18年度 米の消費拡大推進ポスターコンクール 
　小町ふれあいフェスタにおいて、応募作品総数126点
を展示し、次のみなさんを表彰いたしました。（敬称略） 

●小学校低学年の部（最優秀賞1点・優秀賞4点） 
　最優秀賞　小戸神小学校　　3年　春山　南苗 
　優 秀 賞  小野新町小学校　1年　斎藤　　萌 
　　　　　　浮金小学校　　　1年　石井　野絵 
　　　　　　小戸神小学校　　2年　郡司　優太 
　　　　　　小野新町小学校　3年　鈴木　　聡 
 
●小学校高学年の部（最優秀賞1点・優秀賞4点） 
　最優秀賞　小野新町小学校　5年　渡部　愛理 
　優 秀 賞  小野新町小学校　4年　佐伯　智帆 
　　　　　　小野新町小学校　5年　鈴木　　諒 
　　　　　　小戸神小学校　　6年　春山　大輝 
　　　　　　飯豊小学校　　　6年　渡辺　春奈 
 
●中学校の部（最優秀賞1点） 
　最優秀賞　小野中学校　　　3年　根本　真希 

春山南苗さんの作品 渡部愛理さんの作品 

根本真希さんの作品 

県警音楽隊とカラーガード隊によるドリル演奏 

オープンセレモニー 

みなさんの力作が勢ぞろい！ 

小町よさこい隊 

農作物品評会 

県
警
ヘ
リ
「
公
開
救
出
救
助
訓
練
」 

今年も大変賑わいました 

老人作品展 

盆栽展 

菊花展 

抽選会 

栃木県さくら市「喜連川公方太鼓」 



高崎　久壽（平館） 
永山　利信（本町） 
吉田喜一郎（平館） 
佐藤　勇治（本町） 
吉田　庄治（夏井） 
遠藤　正男（小野赤沼） 
鈴木　好吉（塩庭一区） 
高崎　久壽（平館） 
松本　春男（反町） 

（敬称略） 

（敬称略） 

日赤福島県支部長賞 

日赤福島県支部県中地区長賞 

県老人クラブ連合会長賞 

福島民報社賞 

福島民友新聞社賞 

町長賞 

議長賞 

教育長賞 

小野町社会福祉協議会長賞 

たむら農業協同組合 
小野支店長賞 

小野町商工会長賞 

小野町ライオンズクラブ会長賞 

小野町観光協会長賞 

小野町老人クラブ連合会長賞 

秋山　　和（仲町） 

先崎　　操（吉野辺） 

長沢　エイ（本町） 
村上　　肇（夏井） 

郡司　光治（小野山神）  木村トシ子（夏井） 
吉田マサ子（横町荒町） 

草野マスミ（飯豊） 

佐藤　英夫（湯沢）      村上　タネ （横町荒町） 
草野　キン（塩庭） 

根本テル子（吉野辺） 先崎　マツ（反町） 
先崎　マサ（大八）    佐藤　英夫（湯沢） 

郡司ステ代（浮金）    生天目シン（浮金） 
宗方　富子（上羽出庭） 

阿部　　馨（夏井）    先崎　イワ（吉野辺） 
郡司　美智（谷津作） 

吉田　トク（和名田） 草野　四郎 （上羽出庭） 
橋本　豊子（谷津作） 

阿部　善徳（夏井）    山形フク子（和名田） 
石井アイ子（本町） 

松本シツ子（上羽出庭）  吉田ヤスノ（小野山神） 
熊谷　リン（本町） 

大楽　周子（大八）　 国井　タイ（横町荒町） 
郡司アヤ子（小野山神）  草野　ツヤ（小野赤沼） 
会田　清次（小野赤沼）  秋田　サダ（皮籠石） 
吉田スエ子（和名田） 大千里節子（飯豊） 
岩塚　キヨ（湯沢）    桑原スミ子（湯沢） 

文化祭賞 
町長賞 
議長賞 
教育長賞 
芸文協会長賞 
菊花愛好会長賞 
商工会長賞 
福島民報社賞 
福島民友新聞社賞 

JA たむら賞 

老人クラブ連合会長賞 
ダイユーエイト賞 

石塚医院長賞 

石塚医院プランナー賞 

さいとう医院長賞 

橋本医院長賞 

ひらた中央病院理事長賞 

くさの交通社長賞 

舘川フミ子（小野新町） 
大川原和子（小野山神） 
佐藤　勇治（小野新町） 
常恒　　武（塩庭二区） 
吉田　栄伸（塩庭二区） 
常恒　文子（塩庭二区） 
草野　二郎（上羽出庭） 
鈴木　好吉（塩庭一区） 
常恒　　武（塩庭二区） 
小野　徳治（上羽出庭） 
吉田　栄伸（塩庭二区） 
大山　仲子（小野山神） 
西牧　　宏（上羽出庭） 
吉田　庄治（夏井） 
舘川　二郎（小野新町） 
永山ハルイ（小野山神） 
阿部ハルミ（塩庭一区） 
舘川　二郎（小野新町） 
吉田　三郎（上羽出庭） 
草野ヨシノ（上羽出庭） 
常恒　清子（塩庭二区） 
大山　仲子（小野山神） 
松本　健次（塩庭二区） 
吉田　栄伸（塩庭二区） 

文化祭最優秀賞 
町長賞 
議長賞 
教育長賞 
小野町芸文協会長賞 
小野町老人クラブ連合会長賞 
福島民報社賞　 
福島民友新聞社賞 
小野町盆栽愛好会長賞 
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実りの秋一堂に　農作物品評会 

秋の彩り　文化祭作品展示 

実りの秋一堂に　農作物品評会 

秋の彩り　文化祭作品展示 

実りの秋一堂に　農作物品評会 

秋の彩り　文化祭作品展示 

　今年の農作物品評会には、野菜の部に193点、葉たばこの部に55点、合計248点の出品がありました。審査
の結果、野菜の部「県知事賞」には、先崎マキ子さん（谷津作）が出品した白菜が選ばれました。また、葉たば
この部では、鈴木トシエさん（雁股田）が「福島県たばこ耕作組合賞」を受賞しました。表彰式は、10月29日
小町ふれあいフェスタの会場内で開かれ、受賞者一人ひとりに賞状と記念品が手渡されました。 
　なお、出品された農作物は、出品者のご好意により、給食の食材として、町内の学校、幼児教育施設にご寄付
いただきました。紙上よりお礼申し上げます。 

農作物品評会入賞者 

　平成18年度小野町文化祭の展示の部は、昨年と同じく小野町産業祭と合同で、「小町ふれあいフェスタ」と銘
打ち、町民体育館アリ－ナにおいて開催されました。 
　幼児・小中学生作品展、婦人会作品展、老人作品展、菊花・盆栽展など、多くの作品が館内に彩りと秋の薫り
を添え、訪れた方々の目を楽しませていました。 
　文化祭にご協力いただいた各団体、関係者のみなさんに紙上より厚くお礼申し上げます。 

文化祭作品展示入賞者 

野 菜 の 部  葉 た ば こ の 部  
県知事賞 

町 長 賞  

議 長 賞  

農協長賞 

先崎マキ子（谷津作） 
郡司　ヒデ（小野山神） 草野　優子（谷津作） 
草野　トヨ（飯豊上）　 西牧　典子（浮金） 
郡司　富子（小戸神）　 長久保令子（浮金） 
先崎タミ子（谷津作） 　先崎エイ子（谷津作） 
吉田　栄伸（塩庭二区） 根本　和美（吉野辺） 
熊谷　源次（小戸神） 　伊藤　時子（谷津作） 

福島県たばこ耕作組合長賞 

町　　長　　賞 

議　　長　　賞 

農　協　長　賞 

鈴木トシエ（雁股田） 

榊原　貞治（谷津作） 

横須賀良子（皮籠石） 

草野　清寿（塩庭一区） 

老　人　作　品　展  （　）は単位老人クラブ名 
（　）は所属名 菊　　花　　展 

盆　　栽　　展 



    

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る 

方
が
、
出
産
し
た
と
き
に
支
給
さ
れ 

る
「
出
産
育
児
一
時
金
」
を
、
医
療 

機
関
等
へ
直
接
支
払
い
で
き
る
受
取 

代
理
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
が
対
象 

と
な
り
ま
す
。 

①
出
産
予
定
日
ま
で
１
ヶ
月
以
内
の 

　
方 

②
妊
娠
４
ヶ
月
以
上
で
、
出
産
に
要 

　
す
る
費
用
を
医
療
機
関
等
か
ら
請 

　
求
を
受
け
た
方 

　
申
請
は
、
対
象
と
な
る
方
の
属
す 

    

る
世
帯
の
世
帯
主
の
方
が
行
い
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
税
の
滞 

納
が
な
い
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す 

の
で
、
国
民
健
康
保
険
税
は
忘
れ
ず 

に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。 

　
な
お
、
手
続
き
に
は
、
①
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
、 

②
母
子
健
康
手
帳
、
③
印
か
ん
が
必 

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
お 

持
ち
く
だ
さ
い
。 

◆
問
い
合
わ
せ 

　
町
民
生
活
課
1
７
２
―
６
９
３
３ 

　
労
災
保
険
法
の
時
効
に
よ
り
、
労 

災
保
険
に
請
求
す
る
機
会
を
消
滅
し 

た
方
の
た
め
に
、
本
年
3
月
２７
日
に

「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
本
年

3
月
２０
日
よ
り
受
付
開
始
を
し
て
お

り
ま
す
。 

給
付
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石
綿
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遺
族
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付
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ご
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意
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だ
さ
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族
補
償
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付
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け
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は 

時
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よ
り
、
労
働
者
が
死
亡
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
5
年
で
消 

滅
し
ま
す
。 

　
平
成
１３
年
3
月
２７
日
以
降
、
時
効

と
な
る
方
で
未
請
求
の
方
は
、
労
災

保
険
法
も
特
別
遺
族
給
付
金
も
受
給

で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

◆
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せ 

　
福
島
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働
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補
償
課 

　
1
０
２
４
―
５
３
６
―
４
６
０
５ 

　
郡
山
労
働
基
準
監
督
署 

　
1
０
２
４
―
９
２
２
―
１
３
７
０ 

　
町
が
実
施
し
た
小
野
ウ
ェ
イ
ス
ト 

パ
ー
ク
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
周 

辺
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
の
結
果 

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。 

　
調
査
結
果
は
左
表
の
と
お
り
で
、 

ど
の
採
取
地
点
で
も
環
境
基
準
値
を 

下
回
り
、
良
好
な
環
境
が
保
た
れ
て 

い
ま
す
。 

　
町
で
は
、
今
後
と
も
定
期
的
に
調 

査
を
実
施
し
、
み
な
さ
ん
に
結
果
を 

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

◆
問
い
合
わ
せ 

　
町
民
生
活
課
1
７
２
―
６
９
３
３ 
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老
齢
年
金
等
（
老
齢
ま
た
は
退

職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
）
に

は
、
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。 

　
老
齢
年
金
等
の
年
金
額
が
１
０

８
万
円
以
上
（
65
歳
以
上
の
方
は

１
５
８
万
円
以
上
）
の
方
は
、
「
公

的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族

等
申
告
書
（
ハ
ガ
キ
）
」
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

は
、
10
月
下
旬
に
、
対
象
と
な
る

年
金
受
給
者
に
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

す
み
や
か
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

を
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

所
得
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
方

は
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
提
出
期
限
に
つ
い
て
は
、
12
月

１
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
期

限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も

す
み
や
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

扶
養
親
族
等
申
告
書
を
な
く
し
て

し
ま
っ
た
と
き
は 

　
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
な
く
し

て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
か
社
会
保
険
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム 

ペ
ー
ジ
上
か
ら
も
申
告
書
の
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

平
成
18
年
度
税
制
改
革
に
つ
い
て 

　
平
成
18
年
度
税
制

改
革
に
お
い
て
、
国

か
ら
地
方
へ
の
税
源

移
譲
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
公
的
年

金
に
係
る
源
泉
徴
収

税
率
の
引
下
げ
を
行

う
所
得
税
法
の
改
正

が
あ
り
ま
し
た
。
改

正
後
の
税
率
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。 

    

◆
問
い
合
わ
せ 

　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル 

　
1
０
５
７
０
―
０
７
―
１
１
６
５ 

　
郡
山
社
会
保
険
事
務
所 

　
1
０
２
４
―
９
３
２
―
３
９
１
７ 

　
町
民
生
活
課 

　
1
７
２
―
６
９
３
３ 

　
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　http://w
w
w
.sia.go.jp/ 

 

出
産
育
児
一
時
金
の 

　
　
　
受
取
代
理
制
度
に
つ
い
て 

福
島
労
働
局
よ
り
お
知
ら
せ 

 

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）健
康
被
害
者 

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
及
び
そ
の
家
族
の
方
へ 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
結
果 

小
野
ウ
ェ
イ
ス
ト
パ
ー
ク 

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く 

　　　地　　点 
搬入路（第１カーブ） 
排水沢（布団籠部） 
最下流沢（夏井川合流前）  
排水沢 
最下流沢（夏井川合流前）  
 

調査結果 
4.1 
0.24 
1.4 
0.07 
0.16

環境基準値 
1,000 

150 
 
1

種類 
土壌 

底質 
 
水質 

平成18年8月7日小野町実施 （単位：ピコグラム） 

※1ピコグラムは1兆分の1グラムを表します。 

小野ウェイストパーク周辺ダイオキシン類調査結果 

改正前 

源泉徴収 
税　　率 10％ 

改　正　後 
扶養親族等申告書を提出された方  5％ 
扶養親族等申告書を提出されなかった方  10％ 
 



　
11 
月
18 
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
て
い
る
男
性
を
対
象
に

会
員
研
修
の
一
環
と
し
て
栄
養
・
料
理
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
献
立
は
、
こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
に
ぴ
っ
た
り
の
豆

乳
鍋
と
、
韓
国
風
お
好
み
焼
き
チ
ヂ
ミ
の
２
種
類
。
両

方
と
も
、
食
卓
で
は
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
献
立
で
す

が
、
簡
単
に
た
く
さ
ん
の
野
菜
を
摂
取
す
る
こ
と
が
で

き
る
料
理
で
す
。 

　
14
名
の
参
加
者
の
中
に
は
、
普
段
、
自
宅
で
料
理
を

し
な
い
方
も
多
く
、
包
丁
さ
ば
き
や
調
味
料
の
分
量
な

ど
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
協
力
し
、
調
理
し
て
い
ま
し

た
。 

　
最
後
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
、
「
家
に
帰
っ
た
ら
、

家
族
に
作
っ
て
あ
げ
た
い
」
、
「
初
め
て
食
べ
た
が
、

大
変
美
味
し
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
食
塩
の
と
り
す
ぎ
を
さ
け
、
野
菜
た
っ
ぷ
り

の
食
生
活
の
大
切
さ
や
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
に
つ

い
て
管
理
栄
養
士
よ
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
毎
日
の

「
食
生
活
」
や
生
活
習
慣
を
改
め
て
見
直
す
機
会
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。 
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12月17日（日） 

23日（祝） 

24日（日） 

29日（金） 

30日（土） 

31日（日） 

　１月 1日（祝） 

2日（火） 

　　　　3日（水） 

　　　　7日（日） 

　　　　8日（祝） 

　　　14日（日） 

大 久 保 ク リ ニ ッ ク  

公 立 小 野 町 地 方 綜 合 病 院  

奥 秋 医 院  

さ い と う 医 院  

石 川 医 院  

清 水 医 院  

島 貫 整 形 外 科  

田 村 市 立 都 路 診 療 所  

か と う の 内 科 クリニ ック  

橋 本 医 院  

船 引 ク リ ニ ッ ク  

白 岩 医 院  

田村市（船引町） 

小 野 町  

田村市（船引町） 

小 野 町  

三 春 町  

田村市（船引町） 

小 野 町  

田村市（都路町） 

田村市（船引町） 

小 野 町  

田村市（船引町） 

田村市（常葉町） 

（ 8 2 ）2 5 5 5  

（ 7 2 ）3 1 8 1  

（ 8 6 ）2 0 3 4  

（ 7 2 ）2 5 0 0  

（ 6 2 ）2 6 3 0  

（ 8 2 ）3 5 3 5  

（ 7 2 ）2 7 2 2  

（ 7 5 ）2 0 0 3  

（ 8 1 ）1 3 8 8  

（ 7 2 ）3 7 1 1  

（ 8 2 ）0 1 3 7  

（ 7 7 ）2 0 3 6

献　　　　　　　血 

27日まで 

15日（金） 
平成19年1月31日まで 

詳しくは、チラシをご覧ください。 

男
の
栄
養
・
料
理
教
室 

男
の
栄
養
・
料
理
教
室 

検 診 

インフルエンザ予防摂取（65歳以上） 



　
ふ
る
さ
と
の
学
校
は
、な
つ
か
し
い
も
の
で
す
。戦

後
第
一
回
目
の
入
学
生
は
、国
民
学
校
最
後
の
一
年
生

で
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
お
さ
が
り
だ
け
で
身
支
度
し
、新
し
い
ワ
ラ
草
履

を
編
ん
で
く
れ
た
�
バ
ッ
パ
�
に
連
れ
ら
れ
約
一
時
間
、

ツ
ッ
カ
イ
棒
の
あ
る
学
校
ま
で
歩
き
ま
し
た
。 

　
入
学
式
？
？
？
熱
気
か
、ひ
と
け
か
？
定
か
で
は

な
い
が
、新
日
本
誕
生
へ
の
希
望
の
一
日
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
今
に
し
て
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
倒

れ
た
石
碑
の
周
辺
が
青
空
教
室
に
な
り
、唄
っ
た
七

夕
の
歌
は
、今
で
も
口
ず
さ
み
ま
す
。 

　
新
制
二
年
生
の
冬
、土
手
の
日
だ
ま
り
で
撮
っ
た

村
上
京
子
先
生
を
囲
ん
で
の
写
真
は
私
の
一
番
古
い

も
の
で
す
。 

　
そ
の
頃
で
も
ま
だ
ま
だ
物
資
不
足
、短
靴
一
足
を
ク

ラ
ス
で
抽
選
し
、当
た
っ
た
人
に
支
給
さ
れ
た
の
で
す
。 

　
民
主
主
義
と
い
う
言
葉
も
さ
か
ん
に
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、ふ
ざ
け
っ
こ
の
中
で
も
大
い
に
利
用
し

利
用
さ
れ
ま
し
た
。 

　
二
階
建
て
の
�
新
校
舎
�
が
出
来
上
が
っ
た
の
は

五
年
生
の
時
だ
っ
た
か
な
？
卒
業
す
る
時
は
山
田
京

子
先
生
で
し
た
。 

　
中
学
生
に
な
っ
て
も
教
室
が
移
動
し
た
位
の
�
山

ふ
と
こ
ろ
�
の
校
庭
と
校
舎
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
田
尻
に
校
舎
が
建
ち
、全
校
生
が
芝
運
び
な
ど
を

手
伝
い
な
が
ら
、独
立
飯
豊
中
学
校
の
完
成
を
喜
び

合
い
ま
し
た
。 

　
浮
金
は
別
な
の
で
、飯
豊
と
小
戸
神
が
一
緒
に
な
り
、

デ
コ
ボ
コ
、泥
だ
ら
け
の
校
庭
で
精
一
杯
、裸
足
の
運
動

会
を
や
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。�
小
野
町
立
�
飯

豊
中
学
校
卒
業
記
念
写
真
に
は
、校
長
先
生
も
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
さ
ん
も
�
ふ
か
ぐ
つ
�
を
履
い
て
写
っ
て
い

ま
す
が
、何
の
異
も
感
じ
ま
せ
ん
。み
ん
な
み
ん
な
真

の
一
体
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

　
こ
の
頃
が
ま
た
、村
と
町
の
合
併
で
あ
り
、 

カ
ー

ゴ
シ 

出
身
の
バ
ッ
パ
の
言
に
従
い
、「
小
野
町
」
と
な

る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
応
募
致
し
ま
し
た
。ふ
る
さ

と
小
野
町
の
名
付
け
親（
？
）と
は
い
い
、す
で
に
五

十
年
の
今
、次
の
人
を
求
め
る
時
も
来
る
で
し
ょ
う
。 

　
あ
れ
か
ら
六
十
年
・・・
。 

　
「
じ
っ
ち
ゃ
ん
の
学
校
、見
に
行
こ
う
っ
！
」
来
年
一

年
生
に
な
る
孫
娘
の
目
は
輝
い
て
い
ま
す
が
、廃
校

の
前
を
通
過
す
る
私
は
、少
し
淋
し
か
っ
た
。校
歌
を

唄
え
る
人
は
ま
だ
い
る
け
ど
、覚
え
る
人
は
も
う
で

て
こ
な
い
よ
な
ぁ
ー
。 

　
小
学
校
を
見
渡
し
た
ら
、何
と
な
く
ホ
ッ
と
し
た
。

山
か
ら
湧
く
水
は
同
じ
よ
う
だ
し
、�
新
校
舎
�
は

プ
ー
ル
に
な
っ
て
は
い
て
も
、ジ
ャ
ッ
カ
ケ
は
花
と
緑

に
埋
も
れ
、ツ
ッ
カ
イ
棒
の
な
い
校
舎
の
前
に
は
、昔

の
ま
ま
本
を
読
ん
で
い
る
金
次
郎
さ
ん
、頁
も
め
く

ら
ず
に
た
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

　
県
道
小
野
富
岡
線
と
な
っ
た
我
が
家
へ
の
あ
の
道

も
、わ
ず
か
五
分
位
で
し
た
が
、あ
ち
こ
ち
に
植
え
ら

れ
た
花
は
、飯
豊
小
学
校
緑
の
少
年
団
の
手
に
よ
る

も
の
で
し
ょ
う
。 

　
み
な
さ
ん
あ

り
が
と
う
！
頑

張
っ
て
ね
！
ま

た
来
る
ね
！ 
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フィリピンのハロウィン 
　世界の多くの国々では、10月末から11月初めにかけ
て、天候と景色に変化をもたらします。暖かく穏やか
な夏のそよ風は少し厳しくなり、木の葉は燃え立つよ
うな赤と黄色になります。ここ小野町にも秋がやって
きました。寒くなってきたけれど、秋になる喜びから
か人々はとてもうれしそうに見えます。 
　また、10月末から11月初めにかけて、ハロウィンの
お祝いが行われます。様々な日本人の友達から、日本
ではハロウィンのお祝いをアメリカやフィリピンほど
大きく行わないということを聞きました。ハロウィン
を祝う伝統は、５世紀のアイルランドまでさかのぼる
ことができます！古代のアイルランドでは、夏の終わ
りに祝ったハロウィンを‘シャメイン火の祭り’と呼
びました。彼らは死者の魂が人間の世界を訪れると信
じていました。古代のアイルランド人は悪魔を近づけ
ないようにかがり火を焚きました。 
　現在のアメリカと世界の大部分において10月31日に
お祝いされるハロウィンは、子どもたちそして大人で
さえも、妖精、幽霊、巨人、ドラゴン、アニメのキャ
ラクターなどの異なった衣装を着て扮装する楽しいお
祝いです！子どもたちはこの日、様々な家に行き、ド
アをノックして‘Trick or Treat（トリック オア トリ
ート）’（何かくれないといたずらするぞ！）と言い
ます。その家に住んでいる人は、子どもたちにチョコ
レートやキャンディをあげます。しかしながら、子ど
もたちの両親はこの日、子どもたちに少し厳しくなり

ます。そうしなければ、子どもたちは結局、その夜得
たチョコレートとキャンディを全て食べてしまうかも
しれないからです。 
　フィリピンでは、ハロウィンを11月1日と２日にお
祝いします。フィリピンでのハロウィンはアメリカの
ようでもあるけれど、日本のお盆と多くの点で似てい
ます。フィリピンの人々はこの期間、死者の魂が戻っ
てくると信じています。この日は、死者を覚えている
日でもあります。フィリピンのほとんどの人々が死者
を考えながら墓地に行きます。 
　私の夜の英会話教室では、カボチャを彫りジャック
オーランタンを作ってハロウィンを祝いました。全員
が素晴らしいジャックオーランタンを作りました。か
わいいもの、怖いもの、幸せなものがありました！私
は女子高生の制服を着てみんなを驚かせました。とて
も楽しい時間でした！ 
 

　
渡
　
辺
　
勝
　
昭 

（
飯
豊
出
身
・
埼
玉
支
部
） 

あ
ァ
ー
ぁ
　
飯
豊
の
丘 

英会話教室で作ったカボチャのランタン 



　
１１
月
１０
日
、
浮
金
長
寿
会
の
方
と

の
交
流
会
が
あ
り
、
２１
名
の
方
が
児

童
園
に
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。 

　
今
ま
で
、
祖
父
母
参
観
と
い
う
形

で
園
児
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
方
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
が
、
長
寿
会
の
方
に
来

て
い
た
だ
い
た
の
は
初
の
試
み
で
す
。

地
域
に
住
む
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
触

れ
合
い
た
い
と
い
う
思
い
で
、
会
長

の
橋
本
四
郎
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り

な
が
ら
実
現
し
た
行
事
で
す
。 

　
園
児
た
ち
は
、
知
ら
な
い
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
に
少
し

と
ま
ど
い
気
味
で
し
た
が
、
「
踊
り

上
手
だ
ね｣

、｢

お
利
口
さ
ん
だ
ね｣

な
ど
と
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
い
る

う
ち
に
心
が
ほ
ぐ
れ
、
一
緒
に
わ
ら

べ
歌
に
よ
る
手
遊
び
な
ど
を
し
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
発
表
会
に
行
な
っ
た
遊
戯

を
園
児
が
披
露
し
、
長
寿
会
の
有
志

の
方
か
ら
も
踊
り
を
見
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
め
る
よ
う
衣
装
や
小
道
具
も
準

備
さ
れ
園
児
は
大
喜
び
で
し
た
が
、

８０
歳
を
過
ぎ
た
方
の
元
気
な
踊
り
に

パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。 

　
長
寿
会
の
み
な
さ
ん
は
、
日
頃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で｢

子
ど
も
の
安
全
見

守
り
隊｣

と
し
て
も
活
躍
な
さ
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
で
お
世
話
に
な
る
機
会
が
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
児
童
園
も
地
域
の

み
な
さ
ん
と
深
く
関
わ
り
、
い
ろ
ん

な
形
で
の
交
流
が
持
て
た
ら
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 
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図書の貸出、返却を行います。ご利用ください。 

午後 3：00 ～ 4：00
午後 3：30 ～ 4：30
午後 3：00 ～ 4：00

日本の絶景　（上・下） 山と渓谷社 
一流の田舎町 森澤茂 農山漁村文化協会 
きょう一日を、生き抜い て 松原泰道 プレジデント社 

中川裕 ぱる出版 
国語の底力 塩原経央 産経新聞出版 
かぜとインフルエンザ 順天堂大学医学部 学生社 
ケータイサイト実践運用ガイド 毎日コミュニケーションズ 
世界のおばあちゃんの知恵袋 イーメディア 三修社 

脇雅世 講談社 
デジタル一眼レフ撮影術入門 桃井一至 日本放送出版協会 
世界一素敵な学校 ダニエル・グリーンバーグ 緑風出版 
若年認知症 若年認知症家族会 中央法規出版 
モーツァルト百科全書 福島章恭 毎日新聞社 
ゴルフなんでも大百科 学研 
１分で話をまとめる技術 樋口裕一 青春出版社 
ポケット川柳 西木空人 童話屋 
山姥の夜 澤田ふじ子 徳間書店 
イルカ よしもとばなな 文藝春秋 
背負い富士 山本一力 文藝春秋 
棄霊島（上・下 ） 内田康夫 文藝春秋 
北への逃亡者 西村京太郎 中央公論新社 
ゴールデンタイム 山田宗樹 幻冬舎 
ルート３５０ 古川日出男 講談社 
楽園への疾走 Ｊ．Ｇ．バラード 東京創元社 
天のろくろ ブッキング アーシュラ・Ｋ・ル＝グウィン 

頭のいい人がしている仕事のメモ術・ノート術 

出版社 著編者名 書名 

ＩＨクッキングマスターレシピ 

12月13日（水） 
12月20日（水） 
１月10日（水） 

上羽出庭農村研修センター 
夏井多目的集会施設 
浮金集落センター 

◇移動図書館 

◇新着本 図書館に新しく入った本を紹介します。ぜひご利用ください。 

  



別表２ 

＊ただし、平成19年は定率減税廃止により税負担は 
　増えます。 

年収700万　夫婦＋子供2人の方の例 

平成18年 平成19年 
計　　459,000 計　　459,000

住民税 
196,000

住民税 
293,500

所得税 
263,000

所得税 
165,500

別表１ 別表3

＊ただし、平成19年は定率減税廃止により税負担は 
　増えます。 

年収300万の独身者の例 
所得の種類ごと税額が変わる時期 

平成18年 平成19年 
計　　188,500 計　　188,500

住民税 
64,500

住民税 
126,500

所得税 
124,000

所得税 
62,000

平成19年1月支給の給料から 
所得税が減ります。  

税額が変わる時期 所得の種類 

平成19年6月支給の給料から 
町県民税が増えます。 

平成19年1月支給の給料から 
所得税が減ります。 

平成19年6月に課税される町 
県民税が増えます。 

平成20年2月～3月の所得税 
申告の際、所得税が減ります。 

平成19年6月に課税される町 
県民税が増えます。 

平成19年1月以降に支給され 
る年金の所得税が減ります。 

平成19年6月に課税される町 
県民税が増えます。 

給与所得者で所得税及び町県 
民税が天引きされている方 

給与所得者で所得税は天引き 
されているが町県民税は天引 
きされていない方 

事業所得者の方 

年金所得者の方 

《最低賃金の確認方法》 
●時間給の場合 
　時間給≧618円 
●日給の場合 
　日給÷1日の所定労働時間 
　≧618円 
●月給の場合 
　月給×12ヶ月÷ 
　年間総所定労働時間 
　≧618円 

◎
所
得
税
か
ら
町
県
民
税
に
財
源
が

　
移
譲
さ
れ
ま
す 

◎
定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
ま
す 

　
所
得
税
と
町
県
民
税
は
、
個
人
の

所
得
額
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
る
点
で 

似
て
い
る
税
金
で
す
が
、
所
得
税
は

国
税
で
、
町
県
民
税
は
県
と
町
の
税

金
で
あ
る
と
い
う
大
き
な
違
い
が
あ

り
ま
す
。 

　
平
成
１９
年
か
ら
、
国
の
三
位
一
体

改
革
の
一
環
と
し
て
、
国
か
ら
地
方

に
3
兆
円
の
税
源
を
移
譲
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
実
施
方

法
は
、
所
得
税
の
割
合
を
減
ら
し
て
、

町
県
民
税
の
割
合
を
増
や
す
こ
と
に

よ
っ
て
税
源
を
移
譲
す
る
内
容
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
み
な
さ
ん
の
平
成

１９
年
か
ら
の
所
得
税
と
町
県
民
税

は
、
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。 

（
所
得
額
・
所
得
控
除
額
が
前
年
と

全
く
同
じ
と
仮
定
し
た
場
合
で
す
） 

 

①
ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
所
得
税
が
減

り
町
県
民
税
が
増
え
ま
す
。 

②
所
得
税
と
町
県
民
税
の
割
合
が
変

わ
る
だ
け
で
、
そ
の
合
計
額
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。 

 

（
別
表
1
・
2
参
照
）
　 

た
だ
し
平
成
１９
年
は
、
所
得
税
、
町

県
民
税
と
も
定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ

る
た
め
、
平
成
１８
年
に
比
べ
る
と
、

税
負
担
は
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

得
て
い
る
所
得
の
種
類
ご
と
に
税
額

が
変
わ
る
時
期
は
、
別
表
3
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

　
地
方
公
共
団
体
は
、
所
得
税
な
ど

国
税
で
集
め
た
税
金
か
ら
、
多
額
の

国
庫
補
助
金
を
受
け
て
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
地
方
が
自

主
的
に
財
源
の
確
保
を
行
い
、
住
民

の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
真
に
必
要
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
た
め
の
「
税

源
移
譲
」
で
す
。
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。 

◎
近
年
の
町
県
民
税
の
主
な
改
正
に

　
つ
い
て 

　
平
成
１９
年
の
改
正
に
つ
い
て
は
前

述
の
と
お
り
で
す
が
、
近
年
の
町
県

民
税
の
改
正
は
別
表
4
の
と
お
り
で

す
。 

　
特
に
平
成
１８
年
は
、
６５
歳
以
上
の

方
に
と
っ
て
「
老
年
者
控
除
廃
止
」
、

「
年
金
所
得
控
除
額
の
引
下
げ
」
、

「
所
得
額
1 
2 
5
万
以
下
の
非
課
税

措
置
廃
止
」
と
い
う
大
き
な
改
正
が

あ
り
、
そ
れ
ま
で
に
比
べ
税
額
が
増

え
、
驚
い
た
方
も
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
（
急
激
な
税
額
の
変
化
を
避

け
る
目
的
で
、
激
変
緩
和
措
置
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
１８
年
は
本
来

の
税
額
か
ら
3
分
の
2
が
減
額
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
１９
年
は
3
分
の
1

を
減
額
し
、
平
成
２０
年
に
は
本
来
の

税
額
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
）
　 

　
６５
歳
以
上
の
方
に
と
っ
て
は
、
今

ま
で
に
比
べ
る
と
ご
負
担
を
お
か
け

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
世
代
間

の
公
平
の
観
点
か
ら
の
改
正
で
す
の

で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

　
問
い
合
わ
せ 

　
税
務
課
1
７
２
―
６
９
３
２ 
 

　
福
島
県
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者

及
び
そ
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労

働
者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）
に
適
用
さ

れ
る
福
島
県
最
低
賃
金
が
次
の
と
お

り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

時
間
額
　
6 
1 
8
円 

        

◆
最
低
賃
金
に
算
入
さ
れ
な
い
賃
金 

○
精
皆
勤
、
通
勤
、
家
族
手
当
　 

○
時
間
外
、
休
日
労
働
の
賃
金
及
び

　
深
夜
労
働
の
割
増
手
当 

○
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金 

○
１
ヶ
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

　
払
わ
れ
る
賃
金 

◆
最
低
賃
金
の
適
用
除
外
を
受
け
ら

　
れ
る
労
働
者
は 

①
精
神
又
は
身
体
の
障
害
に
よ
り
著

　
し
く
労
働
力
の
低
い
方 

②
試
用
期
間
中
の
方 

③
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
く

　
認
定
職
業
訓
練
を
受
け
る
方
の
う

　
ち
の
一
定
の
も
の 

④
イ
所
定
労
働
時
間
の
特
に
短
い
方

　
ロ
軽
易
な
業
務
に
従
事
す
る
方 

　
ハ
断
続
的
労
働
に
従
事
す
る
方 

◆
次
の
特
定
産
業
に
は
、
福
島
県
最

低
賃
金
で
は
な
く
、
別
に
決
め

ら
れ
て
い
る
福
島
県
産
業
別
最

低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。 

〔
非
鉄
金
属
製
造
業
〕
〔
電
気
機
械

器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
、
電
子

部
品
、
デ
バ
イ
ス
製
造
業
〕
〔
輸
送

用
機
械
器
具
製
造
業
〕
〔
精
密
機
械

器
具
製
造
業
〕
〔
自
動
車
小
売
業
〕 

◎
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払

　
わ
な
い
場
合
は
、最
低
賃
金
法
違
反

　
と
な
り
、処
罰
対
象
と
な
り
ま
す
。 

　
最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
ご
照
会
、

ご
相
談
は
、
福
島
労
働
局
賃
金
室
（
福

島
市
霞
町
1
―
４６
　(

0 
2 
4
―
5 

3 
6
―
4 
6 
0 
4
）
又
は
最
寄
の
労

働
基
準
監
督
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 
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「
ね
え
、み
ん
な
こ
の
金
額
に 

　
目
を
留
め
て
」 

福
島
県
の
最
低
賃
金
が 

平
成
18 
年
10 
月
１
日
か
ら 

変
わ
り
ま
し
た 

平
成
19 
年
所
得
税
と 

　
　
　
町
県
民
税
が
変
わ
り
ま
す 
平
成
19 
年
所
得
税
と 

　
　
　
町
県
民
税
が
変
わ
り
ま
す 
平
成
19 
年
所
得
税
と 

　
　
　
町
県
民
税
が
変
わ
り
ま
す 

別表4 近年の主な町県民税の改正 

＊平成18年度改正⑥により課税された方には激変緩和措置があり、     
　平成18年度は本来の税額から３分の２が減額されています。     
　平成19年度は３分の１が減額され、平成20年度には全額課税されます。    

平成16年度 

改正内容 

①均等割額 
年額3,000円から 
4,000円になった 

①配偶者特別控除、 
配偶者控除の重複 
控除廃止 
②夫に均等割があ 
る場合の妻の均等 
割半額課税 

①定率減税額半分 
（15％→7.5％） 
②森林環境税導入 
（年額1,000円） 
③妻の均等割全額 
課税 
④老年者控除廃止 
⑤65歳以上の年金 
所得控除額引下げ 
⑥65歳以上で所得 
が125万以下の者の 
非課税措置廃止 

①定率減税廃止 
②税源移譲のため 
税率改正 

平成17年度 平成18年度 平成19年度 



※記事については、常用漢字・人名漢字で記載しております。 

元日 
役場年始休業 

役場年始休業 役場年始休業 新年交礼会《宍戸会館》 
（10：30～） 

育児教室 
《母子健康センター》 
（受付10：00～10：15） 

小野町成人式 
《多目的研修集会施設》 
（10：30～） 

青少年育成書き初め大会
《多目的研修集会施設》 
（8：30～） 

休日窓口業務実施日
（8：30～17：00） 

寿大学閉講式　 
（10：00～） 
特別講座「高齢者を狙
う悪徳商法」 

健康・栄養・口腔相談
《母子健康センター》
（10：00～12：00） 

窓口業務延長 
（19：00まで） 
 

こころの相談室（要予約）
《母子健康センター》 
（受付13:00～15:00） 

子育て広場 
《保健福祉センター》
（10：00～12：00） 

1歳6か月児健診《母子健康セ
ンター》（受付13：00～13：15） 
100歳賀寿贈呈式 
文化の館移動図書館《夏井多目
的集会施設》（15：30～16：30） 
窓口業務延長（19：00まで） 

おやつ教室 
《保健福祉センター》 
（受付10：00～10：15） 
 
図書館休館日 
 

文化の館移動図書館
《上羽出庭研修ｾﾝﾀｰ》
（15：00～16：00） 
 
窓口業務延長 
（19：00まで） 

ちびっこおはなし会　
《文化の館》　 
（11：00～11：30)

ヘルスアップ運動教室
《多目的研修集会施設》 
（13：30～15：30） 

人権相談所開設 
（10：00～15：00） 

100歳賀寿贈呈式 交通安全祈願祭 
《海洋センターアリーナ》
（13：30～） 
文化の館移動図書館 
《浮金集落ｾﾝﾀｰ》　 
（15：00～16：00） 
窓口業務延長（19：00まで） 

成人の日 

消防出初式 
《多目的研修集会施設駐車場》 
（9：00～） 

先崎　　心（こころ） 峰　生・香穂里　平　舘 

　　　　　　　　　　　　　　　（9月届出分） 

渡辺　優介（ゆうすけ） 勇　一・公　英　本　町 

柏原　真歩（まほ）　 和　男・智恵美　大　八 

中原　　健（たけし） 栄　一・弓　子　中　通 

宮内希恵登（けえと） コヤマ イザッケ・登世美　 平　舘 

村上茉奈美（まなみ） 良　仁・麻　美　小野赤沼 

宗像　海斗（かいと） 広　晃・　綾　　皮籠石 

山口　颯斗（はやと） 　剛　・暁　子　吉野辺 

石井萌々果（ももか） 宏　幸・幸　代　浮　金 

長谷川修己（なるき） 健　一・あざみ　浮　金 

　　　　　　　　　　　　　　 （10月届出分） 

石　井　忠　夫　　　　７８　　　　浮　　金 
　　　　　　　　　　　　　　　（8月届出分） 
大　方　一　男　　　　８６　　　　仲　　町 
小　林　　　裕　　　　２１　　　　反　　町 
近　野　ナ　カ　　　　９０　　　　荒　　町 
結　城　芳　忠　　　　８４　　　　谷 津 作 
小　林　キスエ　　　　９４　　　　小野赤沼 
鈴　木　今朝男　　　　６７　　　　皮 籠 石 
橋　本　キクミ　　　　８８　　　　浮　　金 
長谷川　マ　ツ　　　　８１　　　　浮　　金 
　　　　　　　　　　　　　　（10月届出分） 

　好天に恵まれた小町ふれあいフェスタに
はたくさんのみなさんが訪れました。手作
りヨーグルトや牛の乳しぼり体験など普段
できない活動に子供たちは大喜びでした。 

　朝、起きるのがつらい季節となってきました。カーテンを開けると銀世界だった…　
という時は仕事に行くのが憂鬱に、その一方で雪が降らないと何か物足りない思いを
するのではないでしょうか。あわただしい年末を迎えますが、四季のある日本に住む
私達にとって、自然の移ろいを楽しめることは神様からの素敵な贈り物です。　（佐） 

平成18年11月1日現在 

人　口 

男 

女 

世帯数 

1 2 , 0 2 8人　 

5 , 7 9 1人　 

6 , 2 3 7人　 

3 , 7 8 9世帯 
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